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　騒音は、直接生活にかかわる公害であり、工場・事業場

や建設作業、店舗営業などの事業活動から発生するもの、

自動車、航空機、鉄道などの交通手段から発生するもの、

一般家庭の電気機器、楽器、ペットなど家庭生活から発生

するものなど、発生源は多様です。 

　平成２０年度の苦情件数は、１,０５５件で、平成１９年度

（１,２８３件）に比べ２２８件減少しています。

　悪臭の苦情は、従来は工場・事業場が主でしたが、最近
では市街地の店舗等からのさまざまな「におい」による悪

臭問題が増加しています。

　平成２０年度の苦情件数は、１,１１０件で、平成１９年度

（１,１３１件）に比べ２１件減少しています。

　振動は、騒音と並んで直接生活にかかわる問題であり、

工場等の事業活動によって発生する地盤振動が家屋に伝播

し、直接又は間接的に不快感を生じさせるものです。騒音

公害と同様、隣り合う程度の周囲からの苦情が多く局所的

であるという特徴があります。

　平成２０年度の苦情件数は、２５８件で、平成１９年度（３３７

件）に比べ７９件減少しています。

　県では、法律及び条例により、工場などから発生する騒

音・振動の規制を行っています。また、道路交通騒音の深

刻な地域においては、重点的に低騒音舗装の敷設などの対

策を進めています。

　厚木基地周辺では、激しい航空機騒音が周辺住民の生活

環境を悪化させています。県は、関係市と連携して国及び

米国側に働きかけています。

　平成２０年度における県内の一般廃棄物の排出量は３２１万

トンとなっています。ごみの処分状況は、再生利用量は８０

万トン、焼却等による減量化量は２１２万トン、最終処分量

は２９万トンとなっています。

　排出量、最終処分量ともにピーク時の平成１２年度から減

少傾向にあります。

①  廃棄物の発生抑制【リデュース】
 
②  再使用【リユース】
 
③  再生利用【リサイクル】
 
④  どうしても利用できないときは、 
　  適正な処分の確保
の順に取り組むことによって、
天然資源の消費を抑制し、環境への負荷が低
減される社会のことです。

　悪臭問題に対応するため、悪臭防止法に基づき、県では、

アンモニアなど２２物質に限定した「特定悪臭物質規制」で

対応してきましたが、最近では市街地の店舗等からのさま

ざまな「におい」による悪臭問題が増加しており、従来の

規制方法では対応が困難になってきました。そこで、県で

は「特定悪臭物質規制」に代えて、人の嗅覚を用いて悪臭

を測定し、すべての臭気物質を対象とする「臭気指数規

制」を平成１５年１１月から採用し、悪臭問題の解決に対応

しています。

● 騒音・振動・悪臭に関する苦情件数の推移

県レジ袋削減イメージキャラクター心太（しんた）

「騒音・振動のページ」 http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/05/0515/taiki/souon/index.html
「悪臭問題の解決に向けて」 http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/05/0515/taiki/akusyu/index.html
「騒音・振動のページ」 http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/05/0515/taiki/souon/index.html
「悪臭問題の解決に向けて」 http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/05/0515/taiki/akusyu/index.html

◆かながわリサイクル製品認定制度
　廃棄物等の発生抑制、資源の循環的な利用の促進を図る

ため、平成２２年度から、品質、安全性について一定の要件

を満たすリサイクル製品の認定を県が行っています。

※ 産業廃棄物
　工場や工事現場などの事業活動に伴って排出される廃棄物のことです。

● 今、目の前で不法投棄が行われている。
● これから不法投棄をしようとしている。
● 不法投棄をして逃げて行った。

こんな行為を見かけたときは、市町村、県又は
警察（１１０番通報）に連絡してください！

■循環型社会のイメージ

●一般廃棄物（ごみ）の排出状況の推移 ●産業廃棄物の排出状況の推移

撤去前 撤去後

「神奈川県廃棄物処理計画について」 http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/05/0516/syorikeikaku/index.htm
「かながわリサイクル情報」 http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/05/0516/recycle/index.html
「神奈川県廃棄物処理計画について」 http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/05/0516/syorikeikaku/index.htm
「かながわリサイクル情報」 http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/05/0516/recycle/index.html

騒音

振動

騒音・振動対策 悪臭対策

悪臭 循環型社会とは

　平成２０年度における産業廃棄物の排出量は、１,６９８万ト

ンでした。また、処分状況については、平成２０年度の再生

利用量は、６８８万トンと平成１９年度と比べて減少していま

すが、排出量が大幅に減少していることから再生利用率

（再生利用量が排出量に占める割合）は４１％と増加しまし

た。焼却、脱水等による減量化量は、８６４万トン、最終処

分量は１４６万トンとなっています。

産業廃棄物※

　不法投棄を未然に防止するため、普及啓発や監視パト

ロールの充実を図るとともに、新たな技術や制度を活用し

た効果的なしくみづくりを進めています。県では、不法投

棄を確認した段階で調査を実施し、原状回復に向け迅速に

対応しています。

不法投棄防止対策の推進

一般廃棄物（家庭などからでるごみ）

　県では、循環型社会の実現に向けて、レジ袋削減の取組

やリサイクル製品認定制度など様々な施策を進めています。

◆レジ袋削減に向けた取組の推進
　平成２１年5月、スーパーなどの事業者や消費者団体等の

各種団体、県、市町村から構成される「神奈川県レジ袋削

減実行委員会」は、「神奈川県におけるレジ袋の削減に向

けた取組の実践に関する宣言」を公表し

ました。宣言に賛同する事業者等ととも

に、日常生活の中で誰もが簡単にできる

「レジ袋の削減」を進めています。

循環型社会に向けた総合的取組

■音の大きさの程度

●不法投棄緊急撤去事業


